
�　

は 

じ 

め 

に

こ
れ
ま
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
関
連
の
書
籍
を
５
冊
執
筆
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
日
本
に
と
っ
て
現
在
も
将
来
も
欠
か
せ
な
い

重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
一
般
的
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
書
籍

で
は
そ
の
事
実
を
詳
し
く
紹
介
し
て
き
た
。
ひ
と
え
に
日
本
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
知
名
度
を
喚
起
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

今
回
そ
れ
ら
の
総
仕
上
げ
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
カ
バ
ー
す
る
、
い
わ
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
の
エ
ン
サ

イ
ク
ロ
ピ
デ
ィ
ア
を
世
に
出
す
こ
と
に
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
般
的
に
公
開
さ
れ
て
い
る
政
府
や
団
体
の
情
報
、
統
計
は
も
と
よ

り
、
ネ
ッ
ト
上
の
論
文
や
随
筆
な
ど
も
加
味
し
、
膨
大
な
資
料
を
参
考
に
し
た
。
さ
ら
に
筆
者
独
自
の
知
識
、
経
験
や
考
察
も
総
動
員
し

た
。筆

者
が
は
じ
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
て
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
ア
リ
ア
は
相
当
変
化
し
た
。

当
時
の
印
象
は
典
型
的
な
西
洋
の
国
で
あ
っ
た
。
道
行
く
人
は
ほ
と
ん
ど
白
人
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
四
方
八
方
多
彩
な
有
色
人

種
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
。
当
時
日
本
か
ら
の
訪
問
者
は
年
間
数
千
人
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
50
万
人
前
後
の
日
本
人
が
訪
問
し
て

い
る
。
こ
の
半
世
紀
の
間
に
多
民
族
・
多
文
化
国
家
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
は
世
界
の
潮
流
に
同
乗
し
つ
つ

も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
特
の
国
民
性
、
価
値
観
を
高
揚
さ
せ
、
ア
ジ
ア
の
一
員
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
深
め
つ
つ
、
環
太
平
洋
地
域
で

の
独
自
の
立
場
を
模
索
し
て
い
る
。

本
書
を
開
け
ば
、
そ
こ
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
す
べ
て
が
読
者
を
待
っ
て
い
る
状
態
に
す
る
た
め
鋭
意
努
力
を
し
た
。
本
書
は
30

章
１
２
１
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
、
国
体
、
政
治
、
法
律
、
自
然
、
宗
教
に
始
ま
っ
て
国
民
性
・
価
値
観
、
慣
習
・
行
動
規
範
、

国
民
生
活
、
教
育
、
言
葉
、
人
間
・
家
族
関
係
、
食
文
化
、
住
環
境
、
交
通
事
情
、
観
光
を
詳
し
く
解
説
し
、
産
業
、
経
済
、
貿
易
、
国



ii

防
・
外
交
、
労
働
環
境
、
鉱
物
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
問
題
、
労
働
・
職
場
環
境
、
社
会
保
障
、
医
療
制
度
を
検
証
し
、
動
植
物
、

先
住
民
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
多
文
化
主
義
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
将
来
図
ま
で
カ
バ
ー
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
は
、
歴
史
を
振
り
返

り
現
実
を
忠
実
に
記
述
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
客
観
的
な
論
評
や
主
観
的
な
考
察
も
展
開
し
た
。
加
え
て
、
日
本
と
の
比
較

検
証
も
で
き
る
範
囲
で
実
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
百
科
事
典
と
は
少
し
趣
が
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
と
こ
と

ん
隅
々
ま
で
網
羅
し
た
単
一
の
書
籍
は
な
い
と
思
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
よ
り
い
っ
そ
う
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
役
に
立
て
ば
筆
者
冥

利
に
尽
き
る
。

ま
た
、
本
書
が
今
後
の
日
豪
関
係
に
と
っ
て
何
か
の
示
唆
に
な
れ
ば
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
特
に
こ
れ
か
ら
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
留
学
や
移
住
を
考
え
て
い
る
人
、
文
化
交
流
、
地
域
交
流
で
活
動
し
て
い
る
人
、
将
来
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
投
資
や
進
出

を
考
え
て
い
る
人
、
食
糧
の
輸
入
に
関
心
の
深
い
人
、
家
庭
の
台
所
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
主
婦
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
料
確
保
の
多
様
化

を
も
く
ろ
ん
で
い
る
企
業
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
法
律
、
文
化
、
経
済
な
ど
を
勉
強
し
て
い
る
人
、
社
会
科
の
先
生
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
と
考
え
て
い
る
学
生
、
若
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
に
と
っ
て
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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